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書き抜き読書ノート 178 2009年 3月 25日

鎌田茂雄著「般若心経講話」講談社学術文庫 1986年 9月 10日刊を読む

１．般若心経はどう読むべきか

それではこの「般若心経」はどのようにして読むべきか。目で読むのでなく、心で読むのが

心経なのである。心で読むということは、文字にのみとらわれるのではなく、その生命を感得
かんとく

することである。心経の生命を感得するにはどうしたらよいか。道元禅師は「経 巻といふは、
きょうかん

全自己の経巻なり」(「正法眼蔵」 看 経巻)というが、経巻は自己そのものであることはも
しょうぼうげんぞう かんきん

ちろんであるが、その自己は汝に対立してある自己ではない。汝と対立する自己は真の自己で

はない。仏教でいう真の自己は、私と汝がおいてある全自己にほかならない。別なことばでい

えば、真の自己とは、汝と対立する自己ではなく、無我なる自己をいう。無我なる自己とは、

何らの先入見もなく、鏡のように透明な自己をいう。この透明な自己になりきる時、心経はそ
とうめい

の真の意味をあらわしてくれるのである。 P16 ～ 17

２．到彼岸の6つの方法

大乗仏教では「到彼岸」に 6 つの方法があるという。これを六波羅蜜とか六度という。この
は ら み つ

六波羅蜜は仏教倫理の根本をなすものである。六波羅蜜とは

(１)布施、
ふ せ

(２)持戒、
じ か い

(３)忍辱、
にんにく

(４)精 進、
しょうじん

(５)禅 定、
ぜんじょう

(６)智慧
ち え

の 6つをいう。

(１)布施というのは 施 すこと、恵むことである。布施には法施と財施がある。法施というの
ふ せ ほどこ ほ う せ ざ い せ

は教えを施すこと、財施というのは金や物を施すことをいう。

(２)持戒とは仏の戒めを守ることであり、悪行をしないことである。自己規律を守るといって
じ か い

もよい。どんな仕事をするにしても生活を正すことが根本である。生活が乱れるならば当然

仕事も乱れる。この持戒ということは簡単にできるように見えるがそうではないのである。

(３)忍辱というのはどんな困難にあっても耐え忍ぶことで、克己といってもよい。一言でいえ
にんにく ひとこと

ば忍耐である。
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(４)精 進は一生懸命に努力することである。これも容易なことではない。今日よりは明日へ
しょうじん

と不断の前進をすることである。自己を鍛えることだといってもよい。宮本武蔵のことばを

借りるならば「朝鍛夕錬」というところか。「朝鍛夕錬」して死ぬ者は幸福である。老い
ちょうたんせきれん

は朝鍛夕錬する意志をも奪うからだ。昔の禅者が自己の死期を悟り、座禅をしながら息を引

きとるようなことはわれわれには不可能だ。われわれにできることといえば、壮年期までは

何とか精進努力が可能だというくらいのことであろう。

(５)禅 定とは心を静かに統一させて散乱させないことで、集中力といってもよい。静坐して
ぜんじょう

瞑想することによって、禅定力はやしなわれるのである。
めいそう

(６)智慧とは前段で説明した「般若」のことでいわゆる普通にいう知識のことではない。
ち え

この 6 つの方法のなかでもっとも重要なのが「般若波羅蜜」である。初めの 5 つも、最後の

般若波羅蜜があって初めて用をなすのであるから、般若波羅蜜こそ六波羅蜜の眼目というべ

きである。 P26～ 27

［コメント］

心静かに自分を取りもどす最もよい方法の一つが、般若心経を読むことであるとしている人

は多い。御参考になるのが鎌田先生のお話。

－ 2009年 3月 26日林明夫記－


